
第 2回「記紀・万葉」ふるさとフェスティバル・stage☆1st.	 

ゆかた・デ・ナイト 2016	 宇智の大野 night	 

	 午後 5 時〜	 	 永井若菜「万葉歌朗詠」	 五條を詠んだ万葉の歌	 

	 午後 5 時半〜	 	 川村優理「記紀・万葉」と宇智野 1300 年文化（講演）	 

	 午後 6 時 30 分〜	 奥田真祐美	 シャンソンライブ	 「故郷」を歌う	 

	 午後 7 時 10 分〜	 エンヤトット一座	 	 万葉歌のオリジナルソングほか	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 音響・桜井誠文堂	 

午後 5時〜8 時（北側駐車場では夜店を開店。かき氷、ポップコーンなど	 

館内では金剛山信仰の資料を展示。宇智野 1300 年文化を訪ねます	 

宇智野	 1300 年の文化を訪ねる（「記紀・万葉」と葛城金剛山への祈り）	 

入館料（高校生以上 300 円・小中学生 200 円）ゆかたの方は入場無料	 

平成 28 年 8 月 16 日（火）午後 5時〜8時	 

登録有形文化財「藤岡家住宅」にて	 

登録有形文化財「藤岡家住宅」管理法人・ＮＰＯ法人うちのの館（やかた）	 

〒637—0016 奈良県五條市近内町 526	 ☎・FAX	 0747(22)4013	 	 info@uchinono-yakata.com	 

午前 9 時〜午後 4時	 月曜休館・月曜が祝日のときは開館して翌日休館	 

MAYUMI	 OKUDA	 

ENYATOTTO☆ICHIZA	 

YURI	 KAWAMURA	 

WAKANA	 NAGAI	 



	 

第 2回「記紀・万葉」ふるさとフェスティバル	 ステージ 1st.ゆかた・デ・ナイト 2016	 

「記紀・万葉」ふるさとフェスティバルは、当ＮＰＯ法人うちのの館が、奈良県の主催する「記紀・万葉」プロジェク

ト（平成 24 年・2012 年の『古事記』完成 1300 年から平成 32 年・2020 年の『日本書紀』完成 1300 年というふたつの

節目の年をつなぐ 9年間にわたるプロジェクト）の取り組みに賛同し、同プロジェクトの掲げる「本物の古代と出会い、

本物を楽しめる奈良」という言葉をテーマに、平成 27 年度から開催している展示及びイベント企画です。特に五條市

を含む奈良県南部地域の「記紀・万葉」に焦点を当て、訪ね、学び、楽しむ場としていければと願っています。本年は

古代から「宇智」と呼ばれていた「五條」が「記紀・万葉」の成立時期にはどういった地域であったのかということを、

「記紀・万葉」と同じ年代に造営された「栄山寺」に注目し、地域に生きる「宇智野」への思いを訪ねます	 

●ステージ１st,8 月 16 日（火）ゆかた・デ・ナイト 2016	 

	 「万葉歌朗詠」/「記紀・万葉」と宇智野 1300 年文化（講演）/万葉＆ふるさとを歌うライトアップコンサート	 

●ステージ 2nd.9 月 24 日（土）松岡徳郎フルート＆オカリナコンサート	 

	 「日本書紀」のお話朗読/五條市と「日本書紀」について（講演）/フルート＆オカリナの調べを宇智野の里へ	 

●ステージ 3rd,11 月 11 日（金）開館 8周年記念「琴と尺八の宴（うたげ）」	 

	 神話紙芝居団かたりべまほろば「古事記のお話」公演/琴と尺八の演奏	 

栄山寺	 

五條市小島町	 

①栄山寺遠景（昭和 40 年代絵葉書）より②（大正 13 年）「宇智郡史」より③栄山寺背部の阿陀墓（藤原武智麻呂

の墓）760 年に奈良佐保山から移葬「吉野川紀行」（橿原考古学研究所 2009 年）④八角堂（国宝）760 年〜764年

の間に建築されている⑤⑥⑦八角堂内陣装飾（重要文化財）同年	 

①	 

③	 ④	 ⑤	 ⑥	 ⑦	 

「記紀・万葉」と栄山寺の関係年表	 

第 40 代	 天武天皇（生年不明〜没年 686 年）・（在位期間	 673 年〜686 年）	 

	 680 年	 藤原武智麻呂誕生（〜737）	 	 	 	 	 	 

	 681 年	 天武天皇が諸家の記した独自の記録を整理し、歴史書を編纂することを命じる	 

第 41 代	 持統天皇（645 年〜703 年）・（在位期間	 690 年〜697 年）	 

第 42 代	 文武天皇（683 年〜707 年）・（在位期間	 697 年〜707 年）文武天皇は天武天皇の孫。草壁皇子の子。名は珂瑠皇
子，	 	 

	 704 年（慶雲 1）藤原武智麻呂	 長男豊成誕生（〜766 年）	 

	 706 年（慶雲 3）藤原武智麻呂	 次男仲麻呂誕生（〜764 年）	 

第 43 代	 元明天皇（661年〜721 年）・（在位期間	 707 年〜715 年）	 

	 712 年（和銅 5）『古事記』完成	 

第 44 代	 元正天皇（680年〜748 年）・（在位期間	 715 年〜724 年）	 

	 717 年（養老 1）井上内親王生まれる（〜775 年）	 

	 719 年（養老 3）藤原南家の祖藤原武智麻呂	 五條吉野川沿いに栄山寺建立（当時 39 歳・官職	 式部卿）	 

	 720 年（養老 4）藤原不比等没（659 年〜720 年）藤原武智麻呂一族の中心となる。官職	 中納言。	 	 

	 720 年（養老 4）『日本書紀』完成	 （『日本書紀』の編集総裁は舎人親王（天武天皇の第 3皇子で淳仁天皇の父）	 

	 759 年（天平宝字 3）以降『万葉集』完成	 

	 760 年（天平宝字 4）藤原武智麻呂の墓所	 奈良市北部佐保山から栄山寺裏山の阿陀墓に改葬	 

	 （天平宝字 4 年＝760 年〜天平宝字 8 年＝764 年の間）藤原仲麻呂によって栄山寺八角堂建立	 

	 764 年（天平宝字 8）藤原仲麻呂	 恵美押勝の乱で失敗。豊成は右大臣に復帰	 

第 48 代	 称徳天皇（718年〜770 年）・（在位期間	 764 年〜770 年）	 

	 766 年（天平神護 2）藤原豊成没す（62 歳）	 

第 49 代	 光仁天皇（709年〜782 年）・（在位期間	 770 年〜781 年）壬申の乱よりほぼ 100年ぶりで天智系の天皇	 

	 772 年（宝亀 3）井上皇后	 宇智郡の廃官の家に流罪になる	 

	 775 年（宝亀 6）井上皇后	 他戸親王没す	 

	 776 年（宝亀 7）または	 778 年（宝亀 9）宇智川に磨崖碑建立（栄山寺領内）。	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 大般涅槃経（だいはつねはんぎょう）と観音像	 

「記紀・万葉」と五條市・栄山寺	 

②	 


